
  
  

 

長い夏休みを終え、子どもたちの元気な姿が学校に戻ってきました。保護者の皆様には、夏休み期間中の事故

防止等、声かけや見守りをしていただき感謝申し上げます。 

さて、９月１日の始業式では、「自分のチャレンジを見つけるヒント」について、プレゼンテーションを使って話をし

ました。二学期も本校の重点目標である「自らチャレンジする『なのみっ子』」をめざし、自分、そして学級・学年で

チャレンジすることを決め、「やれば、できた！」「友だちみんなで頑張った！」「自分ってすごいな！」「自分たちってす

ごいな！」といった達成感や自信を育み、子どもたちの自己肯定感や自己有用感を膨らませていきたいと思います。 

保護者の皆様からの励ましや声かけは、子どもたちの安心感や挑戦意欲につながっていきます。保護者の皆様

には、一学期に引き続き、二学期もご支援ご協力いただきますようよろしくお願いします。 

自分のチャレンジを見つけるヒント！～始業式～ 
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自らチャレンジする子どもの育成 
８月２４日の愛校作業では、「草取り、草刈り、溝掃除」等、早朝より

学校の美化作業にご協力いただきありがとうございました。 
二学期の始業式の際に子どもたちに紹介させていただきました。 

 
 

     

          

          

    

           
          

         

          
        

          
   

  

    

     

  

  

   

    

    

        

       

     

          

           

          

          

     

         

          

         

         

  

  

  

   

  

  

  

     

          

     

          

          

      

          

          

     

          
    

  

        

          

 

       

          

  
    

        

本年度、東小田小学校後援会から、児童用遊具の設置及び草刈り機（ウイング

モア）の購入をしていただきました。夏休みに設置された新しい遊具（ジャンプタッ

チ）には、夏休み後半の出校日に、多くの子どもたちが遊具の周りに集まり、どこま

で届くか挑戦していました。どこまで届くようになるか、これから学年が上がるにつ

れ、自分の成長を感じる遊具でもあります。 

また、草刈り機については、８月２４日に行われました愛校作業で活躍しました。

特にプール横の広場は、雑草が伸び放題で、毎年草刈りを行っていただいている

保護者地域の方には、たくさんご苦労をかけています。機械があることで、作業も効

率よく進み、二学期を迎える環境整備に大きく貢献しました。どちらとも、後援会か

ら頂いたお金で購入させていただいています。保護者の方のみならず、東小田小学

校校区の皆様の学校に対する期待の表われだと受け止めています。 

この東小田小学校後援会は、昭和６２年に校区の全世帯をもって組織され、 

池松町議会議員を会長に、各区の区長さんを理事として運営されています。「なの

み子ども見守り隊」等、子どもたちの安心安全な登下校をサポートするために、区

長さんを中心に地域に方に働きかけをしていただき、多くの方にご支援・ご協力を

いただいています。本校の教育振興を図る目的で組織されている後援会のサポー

トに大変感謝しております。地域の期待に応えるべく、子どもたちの健やかな成長を

願って、二学期からも教育活動に励んできたいと思います。 

地域の皆様、ありがとうございます。 

新しい遊具（ジャンプタッチ）    

草刈り機（ウイングモア） 


